
災害対応従事者のロジスティクス（兵站）

２ 第１３旅団の任務・編成

１ 自衛隊の任務

○自衛隊の任務
我が国の平和と独立を守り、国の安全を保つため直接・間接侵略に対し、我が国を防衛する。

陸上自衛隊第１３旅団司令部
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防災に関する連絡会資料

第１３旅団の主要部隊 防衛時の役割 主要部隊の配置

指揮・統制

歩兵戦闘
（小銃等による戦闘）

火力戦闘（大砲の運用）

兵站専門部隊として部隊支援

情報収集

ヘリによる輸送

火力戦闘（敵航空機の撃破）

戦車の運用

施設の構築・補修・維持

連絡手段の確保

第１３旅団司令部（広島県海田町）

第８普通科連隊（鳥取県米子市）

第１３後方支援隊（広島県海田町）

第１３特科隊（岡山県那岐町）

第１３偵察隊（島根県出雲市）

第１３飛行隊（山口県防府市）

第１３高射特科中隊（岡山県那岐町）

第１３戦車中隊（岡山県那岐町）

第１３施設中隊（広島県海田町）

第１３通信中隊（広島県海田町）

第１７普通科連隊（山口県山口市）

第４６普通科連隊（広島県海田町）
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○自衛隊は、国防のため組織され、各職種部隊（兵站専門部隊を含む専門機能）ごとに区分

島根県

広島県

鳥取県

山口県

岡山県

第１３飛行隊

第１７普通科連隊

第１３偵察隊

第８普通科連隊

第１３特科隊

第１３高射特科中隊

第１３戦車中隊

第１３旅団司令部

第４６普通科連隊

第１３後方支援隊

第１３施設中隊

第１３通信中隊

－１－

○第１３旅団の任務：中国地方の防衛・警備・災害派遣等＊

＊大規模震災時の任務：東海地震（愛知県中部で活動）、東南海・南海地震（徳島県で活動）



－２－

兵站組織
の区分

特 性 災害時に活かされる主な兵站機能

駐屯地
補給処
等

・移動不可（固定的）
・既存施設の

活用が可能
・補給品の備蓄
・部隊の支援可能

水道施設 食 堂 医務室 浴 場

兵站
専門
部隊

・移動可能
（一部固定的）

・野外に兵站拠点
を展開

・部隊の支援可能

5t給水車 合同野外炊事 医 療 入 浴 輸送専門車両

各部隊

・移動可能
・野外で

兵站活動が可能
・自隊の

兵站活動は可能

1t給水車 野外炊事・携行食 天 幕 各種車両

＊

＊駐屯地の備蓄→当初の活動分の缶飯及び燃料等を恒常的に確保（東日本大震災で移動間・発災初期に活かされた。）

○駐屯地・補給処施設と兵站専門部隊は、活動部隊を支援する能力を保持
○各部隊は、自隊の活動に必要な最低限の兵站能力を保持

固
定
的

機
動
的

３ 陸上自衛隊の兵站組織・能力



矢祭町補給統制本部
（東京都）
→調達

補給品の輸送

現地調達

凡 例：

自衛隊施設

部隊宿営地

水
は
現
地
調
達

中央（補給統制本部）で調達した
補給品（備蓄でない。）を自隊及び
上級部隊の兵站専門部隊が取得・
保管・輸送し各部隊へ交付

－３－

糧食・燃料等

４ 被災地での第１３旅団の兵站活動のイメージ

糧食・燃料等

○支援部隊：関東補給処
（郡山駐屯地）

支 援
の

概 要

○物資の補給
○物資の輸送

○兵站拠点（郡山駐屯地）
○拠点運営部隊：第１３後方支援隊

活 動
の

概 要

○物資の取得・配分
○車両等整備
○洗 濯

現地活動拠点：
第１３特科隊

（新地町役場体育館）

現地活動拠点：
第４６普通科連隊
（南相馬市役場）

糧食・燃料等

現地活動拠点：
第８普通科連隊

（いわき市野球場）
活動資材の
現地調達



○平素からの周到な準備
→平素からの水・糧食・毛布・燃料等を含めた補給品・備品の備蓄や、トイレ等
の生活基盤の準備が重要である。

（即応できる態勢に留意）
○各関係部外機関との連携
→関係部外機関との連携により自衛隊の災害派遣活動を円滑・効果的に実施
できたことから、この様な連絡会の場を通じて災害救助活動について各関係
部外機関との連携を深める事が重要

－４－

５ 提 言

関係機関との調整状況 整備局のポンプ車の排水支援状況

整備局の排水ポンプ車


